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1　はじめに

　福島大学教官学額鷺属小学校では，軍威2年度

から「豊かな学びの力を育てる」をテーマに醗究

に皺む緩んでいる。瞬校の体育科では，この豊か

な学びの力を「ある課題を達成したり，その学習

経験をさら轟こ馨ilの課題達成畢こ生かしたむできる能

力」，すなわち「運動課題達成力」であると燦定

した。さらにこの「運動課題達成力雄を運動観察

力，運動転移力，運勤修歪力の3つの要素に分類

した。

　こうした構想に基づいて，本隼（緯9紛5月2歌

鎗嚢の爾欝にわたって，硬究公麗が行われ，上遠

の3っの要素を育てることをねらった授業が，異

体的なかたちで発表された。瞬校の体育科として

は本次硬究のi年目でもあむ，三要素のうち，と

くに運動観察力の育成をめざした授業が構想され

ていた。

　私は鶴巻弘士教論の授業実践（§年2緩，とび

籍運動ヂ首はね跳び珪）の指導勤言者として，今

懸の醗究公麗に参撫した。醗究公開のねらいや内

容，およびその実践輯告については，本紀要の中

に，購校体育科の売生方の共著になる論文が掲載

されているので参照されたい。

　したがって本論は，今露の醗究公麗に際して，

私が指導跡言させていただいた内容，すなわち，

運動の習霧や修歪のプロセスに耄ける運動観察力

育成の諸問題について，運勤学的ならびに運動方

法学的な立場から論述し，今蟹，購羅小学校で公

麗されたような授業を実践していこうとする瞭の，

ベースとなるような考え方を提僕することをねら

いとしている。

　ただし，本誌で述べる観察能力とは，あくまで

も運動の実施者である晃童のそれを意味するとい

うことを，はむめに噺わっておかなければならな

い。かつて私書ま小論の申で，指導者の運動観察能

力を商上させる必要性があることを，マイネル

（Me頚e圭，K．）の次のような言葉を群請しながら

述べたことがある（緯，夢．22）。すなわち，「運動

観察力は．音楽教麟が音楽を聴き分けることとまっ

たく遜様に，体鳶教麟にとって基本的な．中核的

な能力である。簿ひとつ聴き分けられない者は．

歌や楽器演奏などで縫人を講練すること慧できる

ものではない。侮ひとつ見鼓けない者縁運動経過

を修駕することはできない」とマイネルは逮べて

いる（6，嚢．i璽）。こうした運動を指導する鍵の

運動観察力の陶土についても，さらに異体的な方

法論が展i醗されなければならな雛が，それは礎稿

にゆずらざるを露ない。

　さて，さきに述べたようなかたちで考察をすす

めていくにあたって，奉論ではまず，今蟻の醗属

小学校の醗究テーマである籔豊かな学びの力」に

ついて，俸膏科教奮において求められる学力とは

何かという幌点から，再験討を擁えるところがら

患発することとする。

登　「できること」とrわかること」

　輩　体育科教育において求められる学力

　一般に体育のような技能教科にお》ては，実践

活動涯できる」の活動）が重複されている。霧

様に認識教科においては，認難活動（「わかる」

の活動）が学習活動の中心になっていることは周

知のとおむである。教畜を短畜，徳膏，体育の三

つに分けて，体育では運動を手段として体を育て

ていけば喪いといったような考え方が主流を占め

ていた時代も確かにあった。また，体育は技能教

科なのだから，課題となる運動ができさえずれば，

それで授業は成立するという考え方も敢然として

多くあることもまた事実である。

　教育における学力の問題は，葬常に広籠な閣題

圏をもつものであむ，ここでそのすべてについて

書及することはもちろん不可能である。しかしな
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がら，ともすれば「できる」という活動にのみ終

始しがちな体育科教畜において，運動の学習プβ

セスに発生する認知活動，すなわち「わかる」と

いう活動についての重要性を明確にしておく必要

があろう。今痙．編島大学薄霧小学校が醗究のテー

マとした「豊かな学びのカを育てる」を体育科教

育において考えてみた時に，それは課題となる運

動技能を達成する（できる）力とあわせて，その

過程で発生するさまざまな認難活嚢によって培わ

れる力（わかる）をも含むものであることは当然

であろう。

　体育科教育に鰻らず学力について論ずる1こは，

まず学習の主体の明確化を騒参，改に学習の主体

である子どもたちが実藻に侮を学んでおむ，また

侮を学びたがっているのかを擢握することが大切

である。つま鯵，ある教科鶴容の嫁かで．できる

ようになるべきことと，できるようにさせたいこ

とは何か，あるいは，わかるべきこと，わからせ

たいことは簿かということを，教麟1ま瞬確に捲握

しておかな謬ればならないのである。

　鉢育やスポーツの量界においてよく言われる言

葉に，「頭でわかっているけれども，うまくでき

なも彗ということがある。しかしその逆に，ゼで

きるけれどもわかってい意い」ということも現実

には葎在する。教麟の震うことをよく撰1いて，な

るほど頭でよくわかっていても，十分な学習レディ

ネスができていないために，まだできないという

子どもたちもいる。逆にそれまでの生育過程の申

で．豊富な運動体験を蓄積している子どもは，教

麟の議明などはうわのそらで経籍て，知識として

は頭に残っていなくても，まさに見よう見まねで

できてしまったといった子どもたちもまた数多く

いるのである。

　このことはチャンピオンスポーツの轡1馨におい

ても認様で，現役時代にすばらしい技能を発揮し

た選手が撰退して捲導煮になった時に，かつて§

分ができていたことをうまく後進のものに伝える

こと毒まできないということは，少しも珍しいこと

では意い。こうした事鱗からも瞬らかなように，

今後，体育科教官において求められる学力とは，

単に運勢課題を達成できるカだけではなく，また，

もちろんその運動につ魏てのさまざまな知識を単

に覚える（浅い意蘇でのわかる）のでもなくて，

藝わかってできる蕪，あるいは「わかむながらでき

る」というような体育の授業が望まれるというこ

簿総軍賛欝

とになる。

　さらに体奮科教育において求められる学力は，

こうした運動技能の獲縁やそれにともなう認短能

力ばかむでなく，いわ塗る体力と総称される運動

系基礎特質の獲得や．あるいは態度やマナーといっ

たことも当然考癒されていかなければならないe

しかしながら本論では，運動学習のプ霞セスその

ものの中で生むる「できること」と碧わかること」

の活動の権互関係に着目し，その構造を以下に瞬

らかにしていくことにする。

　2　運動課題達成（できる）の意殊

　運動が「できる藩とか紅わかる」とかいう場合

の繕互麗係について述べる麟に，まずもって運動

ができるとはどういうことなのかを窮確にしてお

かなければならない。運動ができるということ轄：，

しごく嚢瞬のことであると考えられがちであるが．

じつはそれほど問題は単縄ではない。

　たとえば運動するということを勃遜学的に考え

たならば，「麺棒が時間の経過につれてその空聞

的｛姦鐙を変えること涯ということになる。　しかし

生きた人懸が行う運蟻は，単なる暢遅的現象にと

どまるものではない。人懸の運動は，常に環境と

の稜極的な蝿鋳から生じるものであり，それはあ

るまとまりをもった蕎意味な運動現象巌）である。

行為としてのあらゆる五霞の運動が，運動ゲシュ

タノシト　（Bewe客筋登ぎs琶es毛盆夏毛）を形成するのと羅

様に，すべてのスぷ一ツ運動もまた当然．それぞ

れにあ葛一定のまとまむ（ゲシ講タルト）をもっ

て成立している。すなわち，体育やスポーツにお

いて運動ができたということは，それが確かにそ

の運動であるということ解誰i毒こもわかるような現

象，すなわち運動ゲシュタルトが生成したという

ことである。

　こうしたことの蓬解を深めるために，ここでマッ

ト運動の前転を郷にとって若干の議瞬を擁えてお

くことにしたい。麟転という技は，マット運動の

中でもきわあて靭歩的な技であるといわれている。

われわれは購じ前方方海への空中懇転である薦方

窟返りと，この技を見懸違えることがないように，

その地の後転や鑓転などとも，瞬らかな匿甥をもっ

て見ることができる。すなわち，ある一定の運動

経過のうちの侮かが，ある技と磯な技とを区磯さ

ぜる要素をもっているということである。すなわ

ち，すべての技には，それを成立させるための運
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勤の形態的構成要素，いわゆる技課題というもの

が葎在する。逆に言えぱ，麟転ができたという評

縫iが与えられるのは，その技課題が達成されたと

いうことを意味している。

　それではいったい譲転の技課題とは擁であろう

か。一つには，「前書左畜軸の接触麟転」である

こと〇二つには，「立｛立からふたたび立縫にもど

る」ということである。膏彗転寿∫どのようにできた

かという運嚢の質的な評懸（運動の妓籍的購戚要

素〉は響彗にして，この二つの課題が達成されな墾

場合1こは，麟転ができたとはいわない。つま鯵，

葎1転とよく混線されがちな，いわゆる躍でんぐ警

がえザ’は，「蔚方左右軸め接鮭獲転」という課

題は満たしていても，ふたたび足止に立つという

二番猛の課題を果たしていないために，羨転とは

明確に区雛1されるのである。

　以上のことをまとめると，技の成立のためには

技課題の達成が条件であ鯵，技課題達成のために

は，技術を鶴栗的事こ零墨鐸1することが必要であると

いうことになる。つまむ，鳶彗転という技ができる

ためには，まずもって羨転と纏う技が何をもって

成立するのかということを知った上で，それが達

成されるために必要な具鉢的な体の勤かしかた

（技衛）を身1こつけなければならな華鐙である⇔

以上のように，鼓1ができるということは，ど’うい

うことなのかということが整理できたところで，

次にこの一連の学習プ欝セス，すなわち運動学習

の｛堂耀の中で，「できること」と「わかること」

がどのような櫓互関係をもちっっ，学習が進めら

れても級のかについて考察していくことにした迄、。

　3　「できる」とヂわかる崖の樵互関係

　（輩1連覇学習の建穣論

　マイネルは，運動が習得され，習熟していく段

縷を，運動学習の猿1縷論としてまとめた。それに

よると運動の習鴛は，一般に3つの特籔的な｛壷掘．

あるいは発達段賠を通過するものであセ），それら

は位穆の主な内容にしたがって，次のようにあら

われるという（§，茎）、3讐〉。

　繍権A　l糧形態における基礎経過の獲欝

　　　　（運動の糧協調）

　錘禮B　l修蕊，洗練，分化

　　　　（運動の構協護）

　位掘C　l定着と変化条件への適慈

　　　　（運動の安定化）

　すなわち新しい運動の響得は．学習の繭擾条韓

が整備された上で，まずもってきわめて糧っぽい

形で発生する。これを運動の糧形態の発生といい，

続継て糖形態の発生，定着，そして運動の靉靆化

と進むわけである。総総年に発表されたこの運動

学習の位櫓譲1は，当時としては葬常に売駆的なも

ので，長い鷺．運動学麟な運動学習論の中心的な

地鼓を姦めてきたし，覇在でもなお示唆に富むも

のが数多く含まれている。

　しかし学校体澤蓉ばかむでなく．現実のさまざま

な運動学習の場面では，糧形態発症獄羨のまった

く｛薄もできな》状態から，懇』形態発生紅至るまで

の闘に存在する，運動学翼の繭礎ともいえる盤橿

もまた大きな意練を持つところである。透隼，金

子はこのことに着蓑して，マイネルやシュミッッ

（S磁獲i翻，ぎ、翼．）の擾曝した運動学習の盤穏論で

は，蔚擾条件や準簿段踏につ》て，その必要な内

容を粥挙しただけで，その粒権での学習遍程濾考

察されていないことを擾覇し，運動の糧形態発生

以繭の｛宣掘には．次のような段贈があることを蓬1

締した。すなわち，「わかるような気がする」段

隊，算できるような気がする」段1警，「できる涯段

賠である（5，夢、齢）。

　本論では，金子のこうした指摘に注目しっっ，

この章の主題である「できること」とゼわかるこ

と珪が，　どのようなかたちで穫1達しながら運動学

習が進められていくのかについて．運動ゲシュタ

ル》生破獄繭の鍾禮を中心に，以下に考察を換え

ていくこととする。

　121達勧ゲシュタルト生成鐵蕩の覆穏にお縁る

　　「できること」とヂわ熱ること蓬

　　　聾「矢馨る」（なんとなくわかる）段繕

　体育の授業において，新しい運動を学習する場

合には，まず子どもたちに，その運動についての

必要な知識を提示するところがら始まるのが一般

的であろう。すなわち，授業の導入蕊において，

教麟は学習する運動の経過やポイントについて，

子どもたちに知らしめなけれは1ならない。その場

合，よく科灘される方法として．議瞬をともなっ

たビデオや示籠，あるいは連続選の擾示がある。

こうした議瞬や縫示によって，子どもたちの頭の

申には，その時懸に学習する運動の全体的なイメー

ジが浮かぶことになる。もちろんそのイメージは，

まだおぼろげなものであることは当然であるが，
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まず学習しようとする運動について，ヂなんとな

くわかった（知った擁という靉靆がやってこな

くてはならない。

　縫壊．あまり体育やスポーツ1こ縁がない一毅人

でも，「さか上がむ」と麗けば，すぐにその全体

経過が頭に浮かぶであろうし，どんなふうに動継

ていくのかを雲葉で説明することもできよう。し

かし，体操鏡技の鉄縫の技の一つである「後方聡

郷浮腰醸転倒立」と聞いて，その運動経過を羅塵

に患い叢ける人はまずもっていないであろう。さ

か上が瞬こついてすぐにイメージできた人は，境

在それが自分でできるかどうかは甥としても，遍

去にそれについて学習したか，少なくとも見た鯵

麗難た参した経験があるのである。

　言葉は常に機念を持っており，その機念に蝿癒

した表象（イメージ）に支えられて継る。いかな

る学習にお継ても溝様であるが，人間は新たな知

識を見幾きし，それに頬するイメージを構築して．

はじめて「知る」から「わかる」へ移行しはじめ

ると考えられる。したがって，授業の導入藻にお

いて学饗すべき運動について纏事かを短らしめる

ときに，単に知識としてその事構を論理的に遷解

させる（論鍵脳としての蓬解瓢左羅的理解）にと

どまらず，たとえおぼろげであっても，ある一つ

のまとまったイメージ（イメージ騒としての饗解＝

右羅轟句選1解）　として菱蟹解させられるよう1こ藝甦義窶す

る必要がある。

　この「知る藩から「わかる」への療褥的な移行

は，しばしば見過ごされがちであむ，またその程

度にも大きな簿人差が存産する。しかしこの点を

抜きにして，知っていればできると考えるのは，

あまりにも軍辞すぎるというものであろう。

　2）や鯵ながらわかる段賠

　教麟の議瞬を麟き，提示された連続纒やどデオ

などによって，学習しようとする運動に関する知

識を得て，おおざっぱなイメージを癒けるように

なったとしても，それはあくまでも学習の羨礎で

あって，実際に体を動かしてその運動を行ってみ

なければ，習鴛のプロセスを歩み饑したとはいえ

ない。「登の上の水練韮のたとえのように，いく

ら泳ぎに関する知識で頭をいっぱいにしても，水

に入って手足を動かしてみなければ，どうにもな

らない量界が，棒曹をはごめとする鼓能教科には

存在する。

鯵鯵年舞舞

　もちろん，そこにいたるまでの運動経験の蓄積

度合いによっては，教簾の議瞬を饑いただけで，

すぐにその運動に成功してしまうようなこともあ

る。　しかしながら一般的華こ「わかる」段：購から

「できる」段賠への闘には．どうしてもこの試行

錯誤の段贈が葎在している。これを罫やりながら

わかる」酸：賠と呼ぶこと毒こする。

　この「や鯵ながらわかる」段灘の春i在は，誰し

もよく知っても、るところではあるが，恋々にして

機械的な反復練習に終嬉させがちになるのは，体

奮の授業ばか鯵でなく，クラブ活動などのス選一

ツ指導においてもよく晃られることである。懲ら

賂好のいい示範を演じて，あとは子どもたちにひ

たすら努力することを強墾る，体春の得愚な完生

を見かけることがある。しかしそれは．運動学習

のプロセスのなかに潜む教範と子どもたちのあい

だのさまざまな教育的やむとむを，§ら放棄して

しまっていることに気づかなければならない。で

きた者は誉め，できない者濾1唖二咤激励するという

だけでは，教麟の役割の簿十分の一も果たしてい

ないのではな籍であろうカ㌔

　薦の段踏で「知る韮から「なんとなくわかる」

へ進んだ子どもは，このヂやりながらわかる」段

隣で，§らの体験を通じてさまざまな精報を獲篠

する。多くの失駿や，突麺として訪れる威勢の体

験によって，嶽蕪は葬常に不鱒瞬で，自分にとっ

ては，まだファンタジーのようですらあったその

運動書こついてのイメージが，次第に嘆アルで鱗弱

なものとなってくる。

　このとき獲饗する数多くの椿報を蓄積し，整遷

し，そして言葉で表瞬できるように指導すること

が肝要である。このために教灘はこの段踏におい

て，気づきを促すような聞継を発してみたり，学

醤ノートに気づいたポイントを記逮させたりする

必要解ある。この段階において子どもたちが発す

る褻己表覆め記遽は，まとまりのない非常に不鱗

明なものである。またそれはきわめて主観的な記

述であることも当然である。

　しかし，　こうした主観的な蓋三述の中に，纒々の

子どもたちがかかえている学習上の問題点を発見

することは，ベテランの教藪にとっては少しも珍

しいことではないであろう。ところがこれまでの

授業硬究の中には，こうした主観的記述は，科学

的なデータとして容認できないとして，一顧だに

しない態度をとるものもある。実践的な授業醗究
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をめざす立場からいえば，なんとももったいない

ことだといわざるをえない。この主観的記遽の重

要盤については，次簾でもう少し立ち入って講述

することにする。

　いずれにせよ，この「や鯵ながらわかる」段繕

を通じて，さまざまな運動経験が蓄積されていく

わけであるが．雅な害い方をすれば，この段賠は

εわか鯵ながらやるゴ段踏でもあるといえる。こ

の点についてマイネルは．r有機鉢や器官とくに

大麟は，活動するとき感界との活発な蝋麟のなか

で．いわば運動を通むて機能が成熟する」として，

大騒を中心とする機能成熟と運鐡影戯の関係は，

互いに純粋に弁証法的麗係1こあることを指摘した

（暮，夢．367）。

　つま鯵，誓できる」活動と「わかる」活動は，

逡藝動の習得や習熟の位帽のなかで単独睾こ存i在する

のではなくて，櫨互に補い合いながら存在して疑

るのである。このことは次のドできる」（身をもっ

てわかった）段欝以降でさらに鮭畷になってくる。

　3）できる（身をもってわかった）段賠

　綴織的に捲導されているにせよ，あるも、は懲発

的な学習活動であるにせよ，いずれにしても韓懇

かの試行錯誤の段躇を経て．ある時突然，その運

動ができたという靉靆がやってくる。搭にヂまぐ

れの一発」といわれるのがこれである。この瞬闘

は，鱗琳なく葬常な喜びをともなっており．そこ

にそれ獄後の学習をモティベイ塾してくれる強暴

力が秘められている。したがって学習者は，一度

成功した技にもう一度成功しようとして，繰鯵返

し練習毒こ励むしことになる。

　その一連の活動のなかで，どこをどんなふうに

意識したらできたといった，簗体的ではあるが，

いまだ懸人的なレベルでのコツが表明されるよう

になっていく。こうしてはビめは鶴然できたもの

が，次第にできるためのポイントが意識化され，

成功する確率が蕩まってくるのである。

　もちろん，この舞寺の運動経遍は，あくまでも糧

協調の後彎1ことどまってお善，数多くの質的な欠

点を含んでいる。しかし，そうした糧形態硲発生

から建養の遍程の中で，まさにその運動は罫身を

もってわかる」，あるいは「なるほどわかる」段

贈に至ll達するのである。認簿心礎学の立場から佐

徳が，「より深く‘‘できる”ためには，私たちは

結縄その手続きについて‘‘わかる糠必要が生じて

きて，結果的には藤よくできる苧’ことと躍よくわ

かる捗ことが一体となる」と述べている（§，嚢．茎

詑）のも，この辺穆の事鋳を言い表わしているこ

とであろうe

　以上，運動ゲシュタルト生成駁麟の｛宣梅毒こおけ

る，「できる」と「わかる」の関係について論述

してきた。ここでそのことについてまとめておく

ならば，講者1まいわば発展的繕互補完の灘係にあ

るといえよう。そしてそれらはまた運動学習の携

購には，それほど強く影響し合っているわけでは

なく，学習がすすんでいくにつれ．次第に一体化

してくるという特性をもっている。体育科教蒼の

中鞍的な内容を占める運動学響における一つの運

動ができていくという襲には，こうした背景が隠

されているということを，われわれはよく講識し

ておかなければならない。

　これまで述べてきた運動学習の擁簸の盤嬉にと

どまらず，運動を修鑑し，洗練していくさらに高

次の盤帽もある。こうした一連の習霧，習熟のプ

讐セスの中で，どれほど鮮瞬で異体的慧運動表象

が形成され得るかということは，きわめて重要な

問題であるGそしてそうした表象捻．言葉によっ

て捲導されながら形成されるよむも，絶者の運動

を子細に観察する地者観察や，馨らその運動を実

際に練習しながら行う霧a観察によって，はるか

に効果的に形成されていくものである。ここにお

いて，体育科教齊にお謬る運動学習の中で．嚢己

と縫者の観察を通じた学翼の重要性が浮き膨むに

なってくる。

　本年の購羅小学校体育科の硬究公調は，まさに

ここに重点を難いて舞われた。しかし，つかの麟

も止まることなく経遺していく運動現象の中から，

われわれ1まいったい侮を見るのであろうか。ある

いは体畜の授業の中で，欝を観察させればよいの

か，さらにはどのように観察させることが．運勢

の学習プ聾セスの中で必要なのかといった多くの

鷺題が生ビてくる。

　醗究公辮において発表された授業実践め中で，

異鉢的にどのようなかたちで，子どもたちの運動

観察能力が育成されていったのかを鹸試する鋳に，

われわれはこの開題1こついて詳総な考察を燃えて

おかなければならなも㌔
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　醗　運動学習と観察

　董　運動学習における飽者観察能1カの育成

　マイネルは，名著ζスポーツ運動学藷の中で，

体育，スポーツの指導ならびに運動のモルフ建ロ

ギー的懸究における運動観察の重要性を鋭く指擁

した。そして彼は．スポーツ運動は感覚的紅2つ

の方法で知覚されるとした。すなわち王っは．地

者の運動経邊を観覧，触覚などの感覚器官によっ

てとらえる地者観察である。そしていまiっは．

§分自身の運動を主として運動覚の動けによって

“中から瞥とらえる自己観察である絡，嚢．稔3）。

　庵論では，モルフォ響ギー的硯究紅おいて，重

視される醗究法としての観察硲縫題ではなく，運

動学習の場面紅おいて，学習者欝らが行う欝纏の

観察1こしぼって講授することはすでに蟹頭に述べ

たとおむである。

　地者観察とは，文字どおむ縫人の行う運動を直

接に，あるいはどデ捧などのメディアを通じて観

察し．その運動の学習に必要な蟻鞍を獲得しよう

として舞われる活動である。麗実の授業場面にお

いて，子どもたちがこの飽者観察を行う機会1ま数

多くある。たとえばそれは，導入時の教額の示範

に蝿する観察であった鯵，礎示されるビデオの観

察であったむする。もっと広く疑えば，授業中に

鰻麟に麗麗されるすべてのことが，観察の鱈象と

なるともいえる。

　英語で「わかった」というのを“茎see．野とい

うよう1こ，われわれ，人懸の認知峯活璽撰こ毒ま，見ると

いう活動が密接な闘わむをもっている。しかした

だ見るといってみたところで，ぼんや鯵とながめ

るような段階から，ある開題意識をもって観る段

賠もあれば，一瞬にしてその本質を看取するほど

の‘‘本質嚢豊饒野といわれるようなレベルまであ

る。

　競技スポーツのコーチや審覇曼などには，その

究極的な観察鍛が要求されるものである。しかし，

すべての教科を撞議する小学校の教懸に，獲々の

体育捲導において，そうしたレベルの観察能力を

莫鐸待することは，あまり茜こ醗というものである。

とは疑えそうした一般の小学校教舗であっても，

指導している運動について，少なくともいくつか

の観察ポイントをもちながら，的確なフィードバッ

ク燐報を，子どもたちに与えてやれる程度の力は

必要であろう。

婚鱒無縫舞

　さてそれでは，学習の主体である子どもたちの

場合には，いったいどの程度までの畿者観察能力

が養威されるべきなのであろうか。それについて

はさしあたり次のようなレベルまで高められるの

が望ましいと考えられる。すなわち，教舗から与

えられた的確な観察ポイントをよ穆どころにして，

自分の濾灘で展開されるさまざまな運動褒象（、L

重なものも，下手なものも含めて）を，問題意識

をもって見れるようになるというレベルである。

異体的には，なぜあの人はあんなに上手にできる

んだろうかとか，あるいはどうしてあの人はうま

くいかないんだろうかと》つた賜いかけを，常に

自分で舞いながら，継豊入の運動を見ると疑うこと

である。

　こうした意識的な観察努力をさせることによっ

て，子どもたちの観察能力は驚くほど高められて

いくGそしてこの馳者観察能力の高まりによって

はじめて，麟書や…幇助といった穏互の協力による

学習が展鵜するのである。

　侮の意馨ももたずに，だらだらと時軽羅ばかりを

費やすような学習に競べて，意識的，集中的な学

習の方がはるかに高い成果をもたらすことは，誰

しもよく知って継るところである。そしてこのこ

とはまた，子どもたちの観察能力を肉上させてい

こうとする場合にも．少しも変わるものではない。

明確な観察ぷイントをもたないものが，いくら嚢

をこらして飽人の運動を見たところで，そこから

は何も得ることはできない。われわれ濾晃ようと

する以外のものを見ることはできないのである。

　具鉢的な授業の中で，教嚢羅ま子どもたちに連続

緩やビデオ，あるいは示1範といったかたちで，観

察麟象となるものを提示するのが一般的である。

しかしそれが単なる縫示にとどまるならば，子ど

もたちは単にその課題についてr知る」だけにと

どまってしまう。こうした場合，教轟は巧みな発

問によって，子どもたちに観察繋象と麗達するよ

うな過去の学習経験を懇莚させ，彼らが感覚的に

とらえている「体験知まを瞬き鐵しながら，新し

い霧題について「わからせて」いかなければなら

なも㌔

　さら畢ここの馨寺，流される精幸露ま，学習する運動

の技課題についてばかむではなくて，いった髪、ど

うずればそれが上手にできるのかといった，技術

的な内容をも含んでいる必要があることは当然で

ある。すでに前述したように，見るということは
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わかるための重要な行為であむ．運動学習におい

ては，ただ漫然とその運動の経過をながめるので

はなく空騒式技術（S畿e盤流曾磁盛藪）ともも、うべ

き，ポイントとなる異体的な体の動かした方を看

て取らせなければ，それはできるということにつ

ながってはいかないのである。

　すなわち，適燐な観察ポイントとは，その技の

成否を握る技術ポイン卦のことである。　したがっ

て，教鐸は学醤させるべきいくつかの技について，

その成立条件（技課題）について知っているばか

りでなく，各技ごとに，必ずあるいくつかの技術

ポイントについてよく遅解しておかなければなら

なも㌔

　たとえば鉄棒に蕾方支持線転（蕪籔む）という

技がある。この技の技課題は，f支持姿勢から表

方に左右軸回転して，ふたたび支持になる」とい

うものである。そして，この課題を達成するため

に必要とされる技術ポイントには，次の3つが知

られている。

　　茎　懇転麗始め技術（騰を張り，廣を鈍む上

　　　げ，頭も起こした姿勢をとり，わずかに瞬

　　　を後方へ撮むながら一気に上韓を前に鬱し

　　　ていく。頭が真下に至るまでの穰転辛窪を

　　　できるだけ大きくする。）①，②，愈

　　2　醤転癩速の技衛（頭が真下を遜遇する時

　　　に，急激に前羅することで醸転の擁速を得

　　　る）㊧

　　3　手の握善かえ技術（ふたたび支持になる

　　　ために，繕転の最後で手を握蓼かえる）⑤

餐§歪　（「鉄棒運動」，金子聡友，大修鑓書痴夢．33暮よむ）

《！図響《
②　　② ③ ＠　　⑤ ⑧

　こうした技術ぷイント（＝観察ポイント）につ

いてよく蓬解していれば，その観察結果1ま，かな

り的確なものになっていくのである。

　もちろん，懸者観察能力の深ま鯵がここで終わ

るわけではない。弛春観察がさらに深ま蓼，自己

のもっているその運動に薄する，あらゆる知識や

体験などが結集されていくと，実施者と観察者の

閤毒こある農地の境根縁もはやとりはらわれ，共通

感覚の獲蕗が饑くことになる。そこではあたかも

§分が実藤にその運動を鴛っているかのようなレ

ベルにまで地者観察を深めることができる。いわ

ゆる縫者観察の自壼観察化というレベルである。

ここにおいて観察は，もはやその粋を越えて，教

締と生経，あるいは仲間織上の闘に共感の童舞を

騰いてくれることになるのである。

　2　運動学習における自己観察能力の育成

　そもそもこの自己観察という観察が法は、心理

学では蘇内観（至携艶鐙醸も給費）と呼ばれ，ヴント

（W膿戯，W．）が心理学を直接経験の学と定義し，

その直接経験をとらえる鑑一の方法として提唱し

たものである。ヴントの内観心蓬学は，意識体験

の内容を要素に分析しようとする態農：にもとづく

ものであったために，多くの厳しい概料が浴びせ

られた。しかし，フッサール（琵琶ss盤，翼．）の翼

象学の影響を受けたいわゆる饗象学的心蓬学にお

いては，たとえばコフヵ（KGξ鍬a，K．）のように．

鴛動を外編から轟然科学的に観察するばかりでな

く，その意識体験を古典的な内観法とは異なった

方法で，すなわち現象学的に記還するようになり，

とくに臨床面で高い評懸を受けている。

　しかし，運動学習において開題にされる容蔽観

察とは，運動そのものの自己観察であって，運動

を実施する子どもたちの欝蔀1こ生起する，さまざ

まな心蓬的現象をとらえようとするものではない。

もちろん教育場面において，そうした心理的現象

をとらえ，それ1こ端する鑓方を考癒していくこと

は当然必要なことである。しかし，ここでいう運

動の自己観察は，学習者が運動を実権することに

よって生じる感覚情報を，書籍によってとらえる

ことで，自分の運動に鰐する実施意識を明確にし，

自ら学習を進めていけるような椿報を得るような

活動を意殊している。

　マイネルは，パブロフの運動性分辮器の論をよ

むどころにして，運動覚によって鶴られた§己経

験が，言譲によってとらえられることを講鍵とし

て，自己観察や自融知覚の成立を認め，運動学習

におけるその重要性を謙》た。実際に運動学習の

現場では，捲導者の地者観察結果と，学習者の霞

巳観察結果とが蕪合され，運動の習霧や修鐙のた

めの適｛露な手段が講じられることが望ましい。　し



垂32 福島大学教育実践醗究紀要第鰺号

かし．かなむベテランの撫導者の場’会でも，子ど

もたちの運動覚にのぼってくる感覚精i鞍を言語化

させ，それに耳を傾けながら，嚢らの観察給桑と

比較縷説して，掻導していくといった姿はなかな

かみられないのが実嬉である。つま鯵，これまで

のわが馨の体育科教欝において，子どもたちの自

己観察縫方を膏て，そして観察結果の表瞬を大鐘

にするような講、識はまだほとんどといってよいほ

どなかったのである。近年，棒育科教欝において

も聾己学習能力の形成が麟ばれているが，実際に

自分の行った運勇を，星縫に§己観察できるよう

な能力の欝成がめざされないのでは，こうした声

もただの空念仏に終わってしまうのではないであ

ろうかG

　蒙述の地者観察能力にも，きわめて襖歩的なレ

ベルにはじまって，瞬時にしてある運動の欠点の

濠獲を箆薮けるような高いレベルがあることは，

すでに述べたとおりである。そしてまったく羅様

のことが自己観察能力を高めていく場合にもいえ

るのである。運動学習の擁難においては，まった

く簿も意識することができないか，あるいはきわ

めて雑多な感覚覇象が意識にのぼってくるのが警

還であむ，まるで澄池とした状態にある。そうし

たいわばカオス献態の時に．捲導者がいくらすば

らしいアドバイスをしたところで，そもそも食分

がどうなっているかもわからないものに，そのア

ドバイスどおりに動謬ようはずがな墾のである。

　ここにおいて教懸は，子どもたちにさまざまな

発露を投げかけ．破らの内蔀に生じている感覚舞葦

象の整理を働け，嚢分の運動に越する纏やかな実

権意識が形成されるように働きかける必要がある。

こうした教舗がわの努力によって，子どもたちの

爵巴観察能力慧驚くほど両圭1し，あたかも地者の

運動を客観的に観察しているかのような，きわめ

て蕉確な霞己観察結果を表隣するようになるもの

である。いわば，嚢己観察が葬常な客観性を帯び

るようになるのである。先の飽者観察がその深ま

りとともに自ε観察乾するのと瞬様に，馨壼観察

もまた強者観察化（客観化〉していくのである。

　一方的に捲示を鐵すだけで，授業はこと罷れむ

とするような教縣のもとからは，嚢分でさまざま

に工夫をこらしながら，次々に籍し》運動課題を

身につけていくような，たくましい子どもたちは

決して奮ちはしな》ことを知るべきである。

　さて以上，運動学習における運動観察能力の育
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成の幾題について詳しく述べてきた。しかしこの

観察という認識方法は，たとえば建量的な分析と

箆べると，飽者観察であれ自己観察であれ，いず

れもそれが主観的懸賞に基づくものであるために，

常に信頼性に欠けると考えられがちである。と箏

わけ，自己観察によって簿られる驫木懸人の感覚

舞象の表瞬については，あまり重視しない頷織に

ありがちである。

　運動学習における観察の重要然はすでに亮分に

遽べたっもりであるが，その観察給桑の表墾に信

頼性が置けないというのであれば，これまでの諭

達はすべて無に帰してしまうことになる。運動学

習における，講観察の妥協性を正当に評癒するた

め1こも，われわれはここで「主観」と「客観」に

ついても整理しておく必要があろう。

　3　主観と客観
　習の鈍痛に憾むひとりの患者が，彼の習を投影

した数紋のレントゲン写真を手にした著名な医麟

の前に座る。その医騨は写真を一校づっていねい

に晃ながら，うなずいたり，首をかしげた吟ずる。

医舗の一挙手一一頭是に，患者の心は微妙に揺れ動

く。果たして良性のもので，少し休めば良くなる

といわれるのか，あるいは悪性だからすぐ毒こ手術

をする必要があるといわれるのか，気が気でない

のである。こんな時，医錘の下す診藪は絶鰐であ

る。万一，手術しようといわれれば，彼はそれを

誤診だとはいいがたいであろう。レントゲンに酸

し鐵された陰影が，良性のものなのか，縁たまた

悪性のものなのかを準彗欝1することは，われわれ素

人にはとうていできない権談である。飯に千人の

素人を連れてきても結果は同じである。一人の専

門家の鷺が，千人の難を上纏ることがあるのであ

る。否，むしろ現実には，そうしたことの方が多

いとさえいえるのが．われわれ人間の糧界ではな

いであろうか。

　ところが一一毅に，客観的というのは信頼性が高

く，主観的なことは億頼姓が低疑といわれること

が多い。この時，客観的であることの癒頼牲を保

護しているのは，大勢の人がそういっているから

だという．いわば多数知によって支えられている

からだと考えられがちである。

　津ランダの著名な精禅科医でもあり，現象学者

でもあるヴァンデンベルグの著作をB本に紹介し，

§らもまた堤象学的心遅学者である早薮億，その



体育科教喬における運動観察能力の膏滅に臆する醗究（そのi〉 i33

著ゼ現象学を学ぶ曇の中で，この主観と客観の開

題を，こうした異体的な事擁を挙げながら次の3

点に要約して議隣している（3，聾．35）。

　“i　「客観的」という巻葉には5多数の人に

　　　共有される」「…般的」という意辣（多数

　　　知〉と，「蝉象（0霧εct）のすがたを，よ

　　　りあるがままにとらえる」という意練があ

　　　る。後ろの意練での客観的認識はしばしば．

　　　比較的譲練された少数知という違格を帯び

　　　る。　　　・畢・申酪…

　　　　この二つの「客観的」が結果として一致

　　　することはあるものの，麟者が直ちに後者

　　　を，後者が甕ちに前者を保証することはな

　　　い。真理の認識紅あたっては，政治の嚢界

　　　とちがって，多数決の療運がいつも駕しい

　　　とはかぎらないα

　　2　二つの客観的認識のうち後者が可能とな

　　　るためには，なみ外れた感性あるいは簸感

　　　の鋭さか，きびしい諮1練かのどちらかが必

　　　要となる。

　　3　客観的認識が真に客観的であるかどうか

　　　は，認識する人の主観的体験の表囎を通じ

　　　てしか確かめることができないσ

　　したがって客観的とはどんなことかを闘うこ

　　とは必然的に，空観的とはどんなことかと縫

　　うことに導かれること1こなる。人びとは普通，

　　主観的態度と客観的態度とは重反鰐の，権容

　　れないものであ静，繭者は好ましくないが後

　　者1ま好ましいと，なんとなく信じている。

　　　主観釣認識が好ましくないのはそれが私的

　　綴人的にとどまっており，公共的一一般的では

　　ない青玉らだとされるゆたし力蝿こi認識寿重私嚢勺1こ

　　とどまるとしたら，それはいかなる意味でも

　　客観的ではない。それは俗にいう「独藪と編

　　見によるキメッケ」である。こうした認識は

　　主観主義にほかならない。主観主義は主観的

　　認識の一つではあるが，主観的認識はいっで

　　も必ず主観主義であるとは鰻らない。諸事纒

　　が麹語るように，小数の叢外れて鋭い感性や

　　塵感の祷主の私的纒人的主観や，きびしい講

　　練を経たベテランの，纒人的ではあるが単純

　　に私的でない主観韓1，　しばしば女鐘象となる事

　　象や椿手のありようを的確にとらえるからで

　　ある。　　　・帯・中酪…

　　　独籔と偏見にゆがみがちな私的主観を公的

な主観へとかえていく努力によって主観的認

識は少しづつ客観的になっていくのである。

客観的認識とは，客観化された主観的認識に

ほかならない。このプ糠セスは．当然のこと

ながら，終わることがない。医麟のレントゲ

ン読影の董確さは，隼をとり，経験をつむに

つれて，よむ藍確1こ一つまり客観的に一なっ

ていくだけであろう。書塾かえれば，いささ

かの主観的認識も含まれない客観甕のある認

識などということはあむえない。実験的手続

きや数量化の方法にはじめから客観性がそな

わってお鯵，したがってこの方法こそが唯一

の配しいものだと確信するのは誤っている。

実験や数量イヒはあくまでも私的主観の客観髭

への手続きの一つにすぎないのだ。　一中

酪…
　大閤は一・人びとり．もともと主観的に生き

ている。客観的認識はそこからしかはじまら

ない。問題は主観がどれだけ公共的であむう

るかである。其懸主観牝としての客観｛ヒは，

私的，騒人的にすぎない主観を鍛え，豊かに

する，というや穆方で大事にすることによっ

てこそ実現されていくのであって，それを否

定し，いためつけることによってではな匙ゾ

　以上，長い漂絹になってしまった。しかしそれ

は，早飯のこうした考え方こそが，飽者や自己の

運動観察によってとらえられるさまざまなことが

らを，まさに配当1こ受容する態度であると信じる

からである。体育科教育においてすぐれて実践的

な授業を標捜するのであれば，教騨や子どもたち

一人ひとりの主観的な表明を，まずもってあるが

ままに記述し，そのなかに公共イヒ，其纂聾とがはか

れるものを丹念に蓄稜していくことの重要性を配

しく認識していなければならない。精禅医学にお

ける現象学的な立場として，ポスやビンスワンガー

らの現存在分析的アプローチがある（i，2．7，8％

ここでは葬常に織密なやり方で，たとえば分裂病

者の夢の記述がつづられていく。そしてその膨大

な記逮のなかに，その患者を分裂病者たらんとし

ている病根を見いだすのは，まさに早坂のいう鍛

え上げられた専羅家の鰻以外のなにものでもない

のである。

　かくして観察鰻は磨かれ，その鋭いまなざしは，

鬱然科学主義という独紙と偏見の色めがねをかけ
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たような多数の鍛に鰐して．真蓬追求という点で

は．終段に深い洞察を可能にするのである。観察

とは確かに主観的なことがらで濾ある。しかしな

がら，それだからすぐに信頼性に乏しいというの

は，近代§然科学主義に毒された．あま瞬こ偏狭

な考え方ではないであろうかG

　以上，体育科教育における運動観察力の育成に

麗するいくつかの調題点を整理することによって，

現実の授業実験を換試していく基本的な梶点を得

ることができたと患われる。次稿ではこうした撹

点に立って，今懇の醗究公麗で発表された授業実

践の吟味，検討を進めていくこととする。
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